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平成３０年度 仁万の里運営組織表 

＜発 行＞ 

平成30年４月25日 

社会福祉法人 博愛 

仁万の里 

隠岐の島町都万 

０８５１２ 

（６）２２８９ 

桜
が
満
開
と
な
っ
た
四
月
上
旬
、
仁
万
の
里
内
各
部
署
で 

昼
食
を
兼
ね
た
花
見
を
行
な
い
ま
し
た
。 

利
用
者
の
皆
さ
ん
、
職
員
共
々
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、 

和
気
あ
い
あ
い
と
例
年
以
上
に
き
れ
い
に
咲
い
た
満
開
の
桜 

の
花
を
見
な
が
ら
、
食
事
を
楽
し
み
、
話
し
に
〝
花
を
咲
か 

せ
て
″
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
川 

司 

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
別
れ
と
出

会
い
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
仁
万
の
里
で
も
、
先
月

に
は
一
人
の
利
用
者
さ
ん
と
五
名
の
職
員
さ
ん
と
の
別
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
の
狩
野
亘
さ
ん
は
出
身
地
で
あ

る
本
土
の
施
設
に
帰
り
、
新
し
い
生
活
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

辞
め
ら
れ
た
職
員
さ
ん
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
由
で
の
退

職
で
す
が
、
み
な
さ
ん
の
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
に
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
職
員
さ
ん

に
も
仁
万
の
里
を
辞
め
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本

音
で
す
が
、
た
だ
、
捉
え
方
を
変
え
れ
ば
、
障
が
い
福
祉
の

理
念
を
共
有
し
て
き
た
仲
間
が
外
に
出
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
数
ほ
ど
仁
万
の
里
の
理
念
が
地
域
に
拡
が
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

人
が
生
き
る
と
は
？
人
の
幸
せ
と
は
？
本
当
の
意
味
の
豊

か
な
社
会
と
は
？
そ
ん
な
こ
と
を
日
々
考
え
さ
せ
て
く
れ
る

こ
の
世
界
。
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
具
現
化
に

向
け
て
一
緒
に
悩
ん
だ
り
、
一
緒
に
考
え
合
っ
た
り
し
て
き

た
同
胞
た
ち
。
仁
万
の
里
の
考
え
方
や
理
念
が
、
タ
ン
ポ
ポ

の
わ
た
ぼ
う
し
の
よ
う
に
風
に
乗
っ
て
ま
た
一
つ
地
域
の
中

に
飛
ん
で
行
く
・
・
・
。
そ
ん
な
風
に
も
思
え
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
職
員
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
仁
万
の

里
で
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
職
員
同
士
の
障
が
い
福
祉
の

理
念
の
共
有
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
新
年
度

ス
タ
ー
ト
で
す
。 

【た
ん
ぽ
ぽ
の
わ
た
ぼ
う
し
の
よ
う
に
】 

社
会
福
祉
法
人
博
愛 

仁
万
の
里 

施
設
長 
早 

川 

秀 

敏 

総務係長
課長兼務

入所支援係長
安井　敏

生活介護係長
赤沼百合子（サービス管理責任者）

児童部係長
渡辺厚子

就労支援係長
野津睦美

地域支援係長
課長兼務

平成30年6月1日

管理者
施設長　　　　　　早川　秀敏

早川秀敏

総務課長
脇坂宣明

生活支援課長
赤沼　靖

通所支援課長
中西正美（サービス管理責任者）

児童 短期・日中一時 療育支援 就労継続支援Ｂ型 グループホーム

主任 主任 主任 主任 主任

相談支援 給食 事務 保健 入所 生活介護

主任

池田真奈美 奥森　仁 野津恵子 係長兼務 大野満吏子 係長兼務 係長兼務 課長兼務

主任 主任 主任 主任 主任 主任

係長兼務 吉田尚道 松浦奈美

給食 事務 保　健 かがやき はばたき あゆみの家 さくら

相
談
支
援
員

厨
　
房

栄
養
士

事
務
員

いきいき ほほえみ きらめく わくわく

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

うきうき 園芸班 環境班 加工班ほのぼの のびのび

職
業
指
導
員

生
活
支
援
員

中
西
正
美
・
赤
沼
　
靖

渡
辺
厚
子
・
野
津
恵
子

(

サ
ー

ビ

ス

管

理

責

任

者

）

(

サ
ー

ビ

ス

管

理

責

任

者

）

村
上
正
晃

(

兼
務

)

相
談
支
援
補
助

岡
島
千
春

(

兼
務

)

相
談
支
援
員

横
地
美
紗

保
育
士

管
理
責
任
者

児
童
発
達
支
援

（兼務）
生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

生
活
支
援
員

看
護
師

生
活
支
援
員

松
浦
奈
美

(

兼

務

)

(

兼

務

)

(

兼

務

)

佐
々
木
隆

渡
辺
厚
子

吉
田
尚
道

池
田
雅
人

大
野
満
吏
子

兵
頭
智
子

赤
沼
百
合
子

田
中
留
美

小
林
さ
き
子

石
川
　
司

安
井
　
敏

尾
林
　
都

岡
島
千
春

池
田
貴
志

道
下
紗
帆

委
託

（
日
清
医
療
食
品

）

入
久
戸
五
月

（
　
　
　

）

赤
沼
由
佳

福
本
千
夏

野
津
睦
美

村
上
正
晃

大
槻
　
悟

奥
森
　
仁

吉
田
久
美

野
津
恵
子

佐
々
木
真
一

池
田
祐
介

齋
藤
泰
明

古
吉
秀
子

櫻
井
は
ぎ
代

野
邉
月
子

山
本
昭
夫

松
永
智
恵

古
山
ま
ゆ
み

松
野
英
和

野
津
彰
久

倉
長
和
久

宇
野
由
美
子

田
中
美
穂
子

藤
田
真
智
子

奥
元
裕
子

（
入
所
あ
ゆ
み
の
家

）

野
津
絵
美

真
野
章
二

（
入
所
か
が
や
き
・
い
き
い
き

）

飯
野
久
美
子

富
永
保
子

（
入
所
ほ
ほ
え
み

）

（
　
　
　
　

）

（
入
所
は
ば
た
き
・
さ
く
ら

）

村
田
文
代

半
田
美
佐
子

奥
森
裕
子

(

児
童
支
援
員

)

(

児
童
指
導
員

)

(

目

標

工

賃

達

成

指

導

員

)

門
脇
喜
久
子

田
中
一
紀

増
本
ゆ
か
り

毛
利
正
江

（
保
育
士

）

廣
江
成
実

(

保
育
士

)

是
津
順
子

岸
岡
浩
美

黒
田
優
貴

豊
岡
　
諭

髙
橋
　
真

岩
井
幸
江

田
中
友
樹

古
川
久
江

米
津
順
子

石
田
美
幸

(

新
ホ
ー

ム

)

渡
部
瑞
穂

池
田
美
弥

川
上
昇
一

齋
藤
佳
奈
枝

半
田
恵
美
子

田
中
む
つ
み

田
中
佐
紀
子

【
主
世
話
人

】

濱
崎
律
子

乃
木
久
美
子

山
﨑
素
子

(

 
 
 

)

石
田
吉
秋

高
梨
み
づ
ほ

佐
竹
喜
代
江

【
副
世
話
人

】

(

新
ホ
ー

ム

)

(

汐
の
浜

)

佐
藤
陽
子

柳
原
秀
秋

櫻
井
さ
お
り

施
設
管
理
員

須
藤
　
学

(

新
ホ
ー

ム

)

藤
野
眞
素
子

吉
田
り

ゅ
う
子

佐
々
木
美
枝
子

村
上
は
つ
え

吉
田
泰
子

（
　
　
　

）

黒
﨑
照
枝

齋
藤
四
十
三

山
岡
志
穂

【
調
理
員

】

田
中
敬
造

青
山
榮
太
郎

【
宿
直
員

】

(

新
ホ
ー

ム

)

奥
元
は
な
え

高
宮
千
枝

野
津
さ
だ
え

(

新
ホ
ー

ム

)

(

新
ホ
ー

ム

)

場
所
み
つ
子

【
夜
間

支
援

員

】

石
川
郁
子

安
田
裕
之

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1523924162/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zb3phaS1iYW5rLmNvbS9pbGx1c3QvcGxhbnRfc3ByL3RhbnBvcG8xYi5wbmc-/RS=^ADBtrs3iNb1XUKo1GfFlqi5iR4D8NY-;_ylt=A2RimVFC69Na0hMAI0aU3uV7
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＊行 事 予定＊ 
＊春休み帰省 ５月３日（木）～５月６日（日） ＊しげさパレード ５月１２日（土） 

＊地域交流会 ５月２６日（土）        ＊保護者会総会  ６月２３日（土） 

🌺時期 ５月・８月・１２月・３月（年間４回） 
※花の生育状態により配達時期が多少前後します 

🌺金額 プランター１つにつき９００円 (通常１,２００円） 
年間３,６００円 

権利擁護研修会に参加して 
２月２２日「虐待防止研修会」に参加しました。赤沼課長の話

の後、各グループに分かれての討議・発表が行われました。各グ

ループそれぞれに意見交換が活発に行われ、一人では出てこない

意見・考え方も多数有り、虐待についての理解を深めることがで

きました。虐待は職員にとっては、絶対にあってはならないこと

ですが、今までの日常の支援の中で、利用者の皆さんに不快な思

いをさせ、虐待に当たる事をしてしまったのではないかと思いな

がら、今日の研修会を今後の支援の中で活かしていければと思い

ました。とても有意義な研修会となりました。  真野 章二 

―
仁
万
の
里
権
利
擁
護
研
修
会

― 

【利
用
者
の
「思
い
」や
「願
い
」を
大
切
に
し
て
い
く
】 

 

二
月
二
十
二
日
、
仁
万
の
里
の
全
職
員
を
対
象
と
し
た
「
虐
待
防
止
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

権
利
擁
護
に
関
す
る
内
部
研
修
は
、
現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
必
須
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
権
利
を
擁
護
す
べ
く
専
門
機
関
に
お
い
て
、
な
ぜ
研
修
や
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
全
国
的
な
施
設
の
現
状
や
傾
向
、
近
年
の
福
祉
施
策
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
権
利
擁
護
の
歴
史
的
な
背
景
等
を
考
察
し
な
が
ら
、
全
員
で
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

 

あ
る
書
籍
に
は
、「
私
た
ち
の
意
図
す
る
支
援
が
、
ど
ん
な
に
良
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

利
用
者
が
不
快
に
感
じ
た
り
、
嫌
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
或
る
意
味
で
虐
待
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

日
常
の
色
々
な
場
面
で
、
思
い
通
り
の
支
援
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者

の
理
解
を
得
る
こ
と
（
選
択
で
き
る
こ
と
）
に
つ
い
て
、
努
力
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
非
常
に
大
切
な
事

で
す
。
職
員
は
常
に
利
用
者
の
味
方
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
そ
の
こ
と
を
利
用
者
が
実
感
で
き
る
時
に
深
い

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
お
互
い
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

利
用
者
を
中
心
に
置
い
た
「
心
」
や
「
思
い
」
は
自
然
と
伝
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
研
修
の
中
で
は
、

日
常
の
支
援
の
中
で
、
利
用
者
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
大
切
に
し
、
皆
で
考
え
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
沼 

靖 

三
月
二
十
六
日
に
狩
野
亘
さ
ん
が
退
所
さ
れ
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
慈
光
園
に
移
動
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

長
い
間
園
芸
班
な
ど
で
作
業
を
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
が
、
八
十
歳
と
高
齢
に
な
り
生
ま
れ
育
っ
た
松
江
に

帰
り
た
い
希
望
も
あ
り
、
松
江
市
の
ホ
ー
ム
を
選
ば
れ
ま

し
た
。 

静
か
で
自
然
豊
か
な
所
に
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
の
ん
び
り

と
毎
日
楽
し
く
暮
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
で

長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

大
槻 

悟 

 

退
職
者
報
告 

＊
生
活
支
援
課
長
補
佐 

田

中

静

子 

＊
園
芸
班 

小

向

和

広 

＊
環
境
班 

金

岡

秀

春 

＊
総
務
課 

長

田

幸

子 

（
三
月
三
十
一
日
付
） 

＊
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
汐
の
浜 

安

部

八

千

代 

（
三
月
十
五
日
付
） 

 

狩
野

亘
さ
ん
退
所 

＊
隠
岐
酒
造
㈱
様
よ
り
酒
粕 

＊
㈱
山
陰
合
同
銀
行
様
よ
り
杖 

有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

２月２６日、地域意見懇談会を開催しました。その中で、「普

段から近隣の方との関わりを作り、協力してもらえる体制を整え

ていく」という課題について重点的に取り組みたいと思い、後日

早速区長さん、近隣の方に緊急の時や何かあった際の対応につい

てお話に伺いました。近隣の方からの「入居者も世話人も娘みた

いに思っている」という言葉がとても嬉しくジーンとしました。

この様な関係作りが出来るように、自治会や地域行事等への参加

を積極的に行い、地域との連携を図っていきたいと思います。 

                      中西 正美                              

サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
報
告 

現
在
の
と
こ
ろ
第
三
者
委
員
会
で 

受
け
た
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

平
成
二
九
年
度 

苦
情
解
決
委
員 

・
第
三
者
委
員 

野
津 

憲
一 

・
第
三
者
委
員 

内
田 

政
義 

・
苦
情
解
決
責
任
者 

早
川 

秀
敏 

（
施
設
長
） 

・
苦
情
解
決
担
当
者 

赤
沼 

靖 

（
生
活
支
援
課
長
） 

・
苦
情
解
決
担
当
者 

中
西 

正
美 

（
通
所
支
援
課
長
） 

・
苦
情
受
付
担
当
者 

（
各
事
業
主
任
） 

お店の入り口や家の周りを素敵なお花で飾ってみませんか？ 

詳しくは仁万の里 園芸班までご連絡をお願いします。 

 


